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（第58回水道週間スローガン）
じゃ口から 安心とどけ 未来まで

　水道事業は、皆さんからの水道料金で運営され
ています。経営の効率化を図り、将来にわたって
安定供給を続けるため、浄水場や配水管の整備な
ど施設の改修に取り組んでいます。

収益的収支

主な収入　水道料金
主な支出　各施設、配水管などの施設維持管理費、
　県営水道からの受水費、借入金の支払利息、減
　価償却費など

資本的収支

主な収入　企業債(借入金)、国庫補助金等
主な支出　水道施設の建設改良費、借入金の元金
　償還など

　今年度は主に次のような建設改良工事を行います。
●原水および浄水施設整備事業
　　三雲浄水場配水ポンプ設備改修(２年間の継

　続事業)および片田浄水場次亜貯留槽設置工事
●配水施設整備事業
　　香良洲町地内配水管布設工事および美里・白
　山地域水道施設遠方監視装置更新工事
●老朽管更新事業
　　老朽化度の高い管路の更新(白山町川口地内
　配水管布設工事など18件)
●管網整備事業
　　配水効率の向上に向  
　け配水管などの整備(河
　芸町北黒田および河芸
　町浜田地内配水管布設
　工事など８件)

　美杉地域の全部と白山地域の一部は簡易水道事
業(給水人口101人以上5,000人以下の水道事業)
により給水しています。また、簡易水道事業特別
会計は、水道料金収入だけでは経営ができないた
め不足額を一般会計から繰り入れています。
予算の内訳

主な歳入　水道料金、国庫補助金、一般会計から
　の繰入金および市債など
主な歳出　施設の維持管理費、新設・拡張の建設
　改良事業費および借入金の償還など

　今年度は次の建設改良工事を行います。
●簡易水道再編推進事業
　　白山地域の青山高原、元取、福田山の３簡易
　水道を上水道と統合するための施設整備

水道水は安全でおいしい水です。これから暑くなる季節、水道水で十分な水分補給をしましょう。

平成28年度水道事業会計予算

平成28年度簡易水道事業特別会計予算

収入　75億6,490万7,000円
支出　73億3,410万3,000円

収入　24億8,791万5,000円
支出　46億1,017万8,000円

歳入歳出額　12億6,315万8,000円

収益的収入 収益的支出

水道料金
60億2,276万7千円

その他収入
15億4,214万円

維持管理費等
21億7,191万4千円

受水費
24億3,591万7千円

減価償却費
16億2,407万9千円

借入金の利息
2億8,205万9千円

人件費
8億2,013万4千円

資本的収入 資本的支出
企業債(借入金)
14億4,180万円 出資金

6,550万円
不足額
21億2,226万3千円

国庫補助金等
4億9,603万6千円他事業からの負担金等

4億8,457万9千円

配水管整備に
かかる費用 
24億8,671万8千円

債権購入費等
1億706万9千円

借入金の返済
9億1,258万7千円

水道施設整備にかかる費用
11億380万4千円

※収入の不足分は、減価償却費などで積み立てた資金で補います。

歳入 歳出

市債
5億6,860万円

水道料金
5,265万9千円

国庫補助金
2億1,901万5千円

一般会計繰入金
4億2,243万3千円

その他収入
45万1千円

建設改良費
7億7,101万1千円

公債費
3億340万円

一般管理費
9,717万6千円

維持管理費
9,157万1千円

▲

事業計画の内容

▲

事業計画の内容

▲

収支予算の内訳


